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「製品認証取得の会員紹介」⑤
ヤンマー建機株式会社・本社工場

　世界的なエンジンメーカーであるヤンマーグルー

プの中で、建機事業を担っているのがヤンマー建機

株式会社（福岡県筑後市、小林文博社長）である。

　2004年（平成16年）に、ミニショベルの生産工場

であったセイレイ工業株式会社福岡工場とヤンマー

株式会社の建機事業部門を分離統合して、小型建設

機械･汎用商品の開発から生産・販売まで一体とな

る自己完結型製造体制の構築を行い、「ヤンマー建

機株式会社」となった。

　ミニショベル、キャリヤ（不整地運搬車）、ホイ

ルローダーなどの小型建設機械、また、可搬形発電

設備、ガソリン・空冷ディーゼル発電機などの汎用

商品のパイオニアであるヤンマー建機は、1914年（大

正3年）に創業した。

　創業当初は水郷の町として知られる福岡県柳川

市に本社を置き、農業機械専門メーカーとして、脱

穀機の製造・販売を手掛けていた。現在では、国内

はもとより海外ユーザー向けにも低燃費で低騒音と

いった経済性、環境対応に優れた小型建設機械を供

給している。

　ヤンマー建機は2006年（平成18年）6月27日付けで、

本社事務棟に隣接する本社工場（可搬形発電設備）

において、内発協の製品認証を取得した。同社の創

業の経緯、今後の商品開発への取り組みについて紹

介する。

　［創業の経緯］

　ヤンマー建機株式会社は、竹下儀一郎氏が1914

年（大正3年）に福岡県柳川市有明町に設立した「竹

下鉄工所」が母体。竹下式動力脱穀機を開発した竹

下鉄工所は51年（昭和26年）、「竹下鉄工株式会社」と

なった。農業機械開発・製造で培った技術力をいか

して新たに建設機械の開発・製造にも乗り出した。

日本で初めて小型建設機械を手掛け、耐久性に優れ

た高性能な建機を次々と開発していった。

　具体的には、1965年（同40年）、日本の小形建設機

械のルーツである「ハンドドーザーHD5」を皮切り

として、69年（同44年）にはショベルローダ、70年（同

45年）にはミニショベル、73年（同48年）にはキャリ

ヤの生産を開始した。さらに、1989年（平成元年）、

スイスのアンマン社と合弁でフランスにアンマン

ヤンマー社を設立し欧州での現地生産を開始するな

ど、時代のニーズに合った商品ラインアップと生産

台数の拡充に努め、事業拡大へとつなげていった。

1990年（同2年）には建設機械の生産累計台数が10万

台を突破、1993年（同5年）には、業界で初めて後方

小旋回ミニショベル「Vioシリーズ」商品化するなど、

順調に業績を伸ばしていった。

　［本社工場］

　ヤンマー建機の本社工場は、1975年（昭和50年）

の竣工以来、ミニショベルなど小型建設機械を一貫

生産している。

　本社工場の特徴は、内製化へのこだわりである。

エンジンやトランスミッションなど重要部品は、ヤ

ンマーグループ内から調達することと併せて、油圧

シリンダや各種部品の社内内製率を高めることで需ヤンマー建機の可搬形発電設備
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要の変化への対応、リードタイム短縮、品質レベル

の向上につなげている。

　また、商品の品質向上、環境保全確保について

は、1994年（平成6年）に品質保証に関する国際規格

「ISO9001」の認証を、98年（同10年）に環境管理シ

ステムに関する国際規格「ISO14000」の認証を取得

するなど、積極的な取り組みを進めている。そのほ

か、2006年（同18年）には環境に配慮した最新鋭の

塗装設備を導入し新技術の採用も熱心に取り組んで

いる。

　［可搬形発電設備について］

　可搬形発電設備については、従来はヤンマーグ

ループ内で生産していたが、2000年（平成12年）に

同社へ移管を行い、生産開始した。国土交通省が適

用している超低騒音基準値をさらに上回るという、

極超低騒音型の水冷ディーゼル発電機「AG－SSシ

リーズ」を生産している。

　また、同社の汎用商品ラインアップとしては業界

トップシェアを誇る空冷ディーゼル発電機「YDGシ

リーズ」・夜間工事で活躍する投光機「LBシリーズ」

をはじめとして、ガソリン発電機、防音高圧洗浄機、

溶接機などを販売している。小型建設機械で培った

技術と融合させながら環境に配慮した多様な商品を

取りそろえ、顧客のニーズに応えることにより、商

品供給を通じて建設工事現場などの周辺環境保全に

も貢献している。

　［今後の取り組み］

　ヤンマー建機は現在、海外販売拠点を欧州・北米・

中国に設立して海外現地での積極的な事業展開をし

ている。これにより、顧客ニーズへの迅速な意思決

定と対応を図り、顧客からより一層の信頼と満足を

得られるよう取り組んでいる。

　ヤンマー建機では、エンジンメーカーの一員であ

ることを最大限にいかしながら、国内外の排出ガス

規制への対応を図り、さらなる低燃費機種の開発を

進めるとともに、小型建設機械の省エネ化・自動化

の促進にも努めて、引き続き、優れた商品の供給に

向け邁進していく。

三相　AG25SS 三相　AG45SS 三相　AG60SS

本社工場の組立ライン
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